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ミュンヘン便り
～トゥール・ド・フランス～

　残暑お見舞い申し上げます。
　この原稿を書いている今は、７月中旬、ま
さに盛夏真っ只中。９時半ごろまで明るく、
一年で最も太陽光を謳歌できる季節。食事
は、戸外でするに限ります。外で食事といえ
ば、もちろんビアガーデン。大きな木が作る
快適な木陰で、ビールや鳥の丸焼きなどをつ
つきます。先日も友人の弁理士Ｋ、ＥＰＯの
審査官、同僚と私の４人でビアガーデンに繰
り出しました。この時期の話題といえば、サ
ッカーのワールドカップと同じくらい人々が
熱く燃えあがるイベント、トゥール・ド・フ
ランスです。友人の弁理士Ｋは大の自転車好
き、先日もイタリアの山岳地帯での５日間に
わたる自転車ツアーをこなしてきたとのこ
と、標高差が延べ10000ｍを超え、傾斜10度
以上の坂道を連日上ったり下りたりした体験
を熱く語ります。
　最近では日本でも自転車がスポーツとして
楽しまれるようになってきましたね。私が子
供のころは、自転車は単なる移動手段でしか
なかったので、今でもその認識が私の頭を占
めています。そんな私に自転車がスポーツと
して不動の地位を有していることを心底認識
させてくれたのが、トゥール・ド・フランス
です。それはパリの友人宅に行ったついで
の、トゥール・ド・フランスの最終日である
日曜日のことでした。ご存知の方も多いと思
いますが、トゥール・ド・フランスのゴール
はいつもパリ、シャンゼリゼ通りです。選手
たちは、パリにたどり着くと、広いシャンゼ
リゼ通りをぐるぐると10往復ほどしたのち
に、ゴールします。パリ以外に設定されてい

るトゥール・ド・フランスのコースであれ
ば、目の前を一瞬で選手たちが通り過ぎたら
もう見ることができないのに比して、シャン
ゼリゼであれば20回ほど彼らを見るチャンス
があることになります。
　私が観戦したのは2012年でしたが、炎天下
の中、選手たちがパリに到着する５、６時間
前から、すでにシャンゼリゼは場所取りの人
で埋まり始めています。まず登場するのは、
選手の到着の４、５時間前に現れる広告の
車。その後待つこと２、３時間（私はこの間
に食事をしました）すると、シャンゼリゼの
歩道は完全に待つ人々で埋め尽くされます。
炎天下、楽しいイベントとはいえ、かなり体
力が要ります。ついついイライラし、ぶすっ
とした顔にもなってしまいがち（写真）。小
さい子供には不向きです。
　シャンゼリゼ通りの歩道は日本の車道ほど
に広いのですが、それが幅いっぱいに埋まる
ほどの人混みです。後ろでは、選手たちを見
ることはできません。多くの人は少しでも高
いところから見ようと、登れるところにはす
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べて人が登っています。なんと脚立持参の人
もいました。写真は、地下鉄シャンゼリゼ駅
の入り口の壁に登り、そこに立って観戦しよ
うとしている人たち。この他にも、ちょっと
した凹凸を頼りに街灯によじ登っている人な
どもいました。私の身長は164.7cmで日本で
は小さい方ではありませんが、この日は世界
では自分がかなり小さいことを実感しまし
た。自分よりも大きい人たちが自分の目の前
で最大限伸び上がっているので、ほとんどと
いっていいほど見えないのです。しかも、世
界のトゥール・ド・フランスに出場している
選手の方々の速いこと、自動車並みの速度で
す。平地のシャンゼリゼでは、彼らは時速70
－80Ｋｍにも達すると聞きました。文字通り
一瞬で目の前を通り過ぎます。写真を撮るの
も容易ではありません。
　実際、携帯電話で写真を撮るのは難しいで
す。彼らが見えてからシャッターを押すと、
すでに彼らが通り過ぎた後、写っているのは
シャンゼリゼの石畳だけ。しかも、上述のよ
うに人混みの中では、最前列には到底たどり
着けません。ということは、彼らがいつ来る
かが全く予測できないのです。携帯電話を持
った手だけを目いっぱい前方かつ上方に突き
出し、遠くから聞こえてくる人の歓声と拍手
とでそろそろかと思う頃に、彼らをまだ視認
していないもののえいやでシャッターを押
す。これを何度も繰り返し、何度も失敗し、

何とか自転車に乗った人を写すことができた
のが上の写真です。有名な黄色いシャツは、
あまりにも彼らの疾走速度が速すぎて、私の
目でとらえることができませんでした。本気
でいい写真を撮りたい方は、携帯電話ではな
く、カメラを持っていかれることをお勧めし
ます。
　それからも相変わらず移動手段としてしか
自転車を使っていませんが、連日トゥール・
ド・フランスが生中継されるこの時期になる
と、彼らの驚異的な疾走速度、人々の熱気と
高揚が鮮やかに脳裏に蘇ってきて、日々の自
転車通勤で内心ひそかにトゥール・ド・フラ
ンスな気分に浸るのです。
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